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 調査対象者は A 県内高等学校 2 校の 1 年生から 3 年生、大学 4 校の 1 年から 4
年生 2,720 名（高校生 1,997 名、大学生 723 名）であった。回収した調査用紙か
ら、1)校種、学年、性別などのフェースシート箇所に欠落のある物、2)調査用紙
の一部が未記入の物、調査用紙の選択した数字が全て同じものなど何れかに該当
した調査用紙を除き、2,237 名（小学校 1,641 名、中学校 596 名）を分析対象とした。 

















Table 1 道徳の授業についてふさわしい内容や授業方法の質問項目 












11 1 時間ずつだけでなく複数時間をつなげた指導をする 
12 パソコンやインターネットで教材作成や資料の収集をする 























いる」までの 5 件法で回答を求めた(Table 2)。 
 
































 調査対象者の学校種・学年、性別を Table 3，4，5，6 に示す。 
Table 3 高校生の学年別人数     Table 4 高校生の性別人数 
 件数 割合  件数 割合 
高校１年生 598 36.4% 女性 812 49.5%
高校２年生 515 31.4% 男性 829 50.5%
高校３年生 528 32.2% 合計 1,641 100.0%
合計 1,641 100.0%    
 
Table 5 大学生の学年別人数     Table 6 大学生の性別人数 
 件数 割合  件数 割合 
大学１年生 208 34.9% 女性 359 60.2%
大学２年生 204 34.2% 男性 237 39.8%
大学３年生 129 21.6% 合計 596 100.0%
大学４年生 55 9.2%    


















いと考えますか」の 24 項目で質問し、因子負荷量が、0.3 未満の 1 項目を削除し




Table 7 道徳の授業にふさわしい内容や授業方法因子のパターン行列 











道徳 21 .824 -.079 -.021 .008 -.121
道徳 24 .635 -.016 .001 .005 .055
道徳 14 .511 -.112 .025 .023 .193
道徳 20 .508 -.025 .089 .007 .028
道徳 22 .485 .209 -.049 -.012 -.031
道徳 19 .429 .265 -.036 -.041 -.044
道徳 17 .409 .127 -.088 .072 .198
道徳 11 .385 .136 .174 -.046 -.126
道徳 23 .324 .034 .099 -.006 .251
道徳 10 .036 .866 .005 .013 -.258
道徳 3 -.041 .570 -.017 -.039 .214
道徳 2 -.189 .555 .049 .046 .250
道徳 9 .047 .505 -.087 .022 .132
道徳 18 .281 .339 -.022 -.019 .087
道徳 15 .216 .305 .088 .059 .000
道徳 4 .089 .301 -.015 -.146 .242
道徳 12 -.008 .012 .892 -.014 .007
道徳 13 .055 -.052 .760 .001 .046
道徳 7 -.032 -.079 -.025 1.064 .004
道徳 6 .058 .118 .005 .480 .032
道徳 8 .148 .259 .098 .318 -.027
道徳 1 -.142 .039 .075 .020 .652
道徳 16 .173 -.035 -.057 .027 .588
 
 第 1 因子は、「連携と連関」。第 2 因子は、「授業の工夫」。第 3 因子は、「調べ
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 質問紙（２）で高校生・大学生が回答した道徳の内容項目の大切さについて、
上位 5 項目を Table 8 に、下位 5 項目を Table 9 に挙げる。 
 
Table 8 大切に思う道徳の内容項目：上位 5 項目 
 高校生 大学生 
 道徳の内容項目 割合 道徳の内容項目 割合 
1 思いやり、感謝 81.5% 思いやり、感謝 86.2%
1 礼儀 81.5% 礼儀 81.4%
3 生命の尊さ 69.8% 生命の尊さ 77.3%
4 友情、信頼 68.9% 自主、自律、自由と責任 76.0%

















Table 9 大切に思う道徳の内容項目：下位 5 項目 
 高校生 大学生 













3 真理の探究、創造 36.4% 社会参画、公共の精神 37.2%
4 遵法精神、公徳心 39.4% 勤労 39.8%




 高校生・大学生が回答した道徳の内容項目の自己評価について、上位 5 項目を
Table 10 に、下位 5 項目を Table 11 に挙げる。 
 
Table 10 道徳の内容項目の自己評価：上位 5 項目 
 高校生 大学生 
 道徳の内容項目 割合 道徳の内容項目 割合 
1 生命の尊さ 26.7% 生命の尊さ 42.1%
2 友情、信頼 26.1% 思いやり、感謝 32.7%
3 思いやり、感謝 25.1% 礼儀 31.7%
4 礼儀 25.0% 家庭愛、家庭生活の充実 31.5%

















Table 11 道徳の内容項目の自己評価：下位 5 項目 
 高校生 大学生 
 道徳の内容項目 割合 道徳の内容項目 割合 
1 国際理解、国際貢献 5.5% 社会参画、公共の精神 8.1%
2 自主、自律、自由と責任 6.1% 自主、自律、自由と責任 8.6%
3 真理の探究、創造 6.7% 真理の探究、創造 9.7%













































































に考えますか」の問いの 3 つの因子のうちの第 1 因子は、道徳に多様な視点や方
法を取り入れる工夫としての「多様なアプローチ」であったが、“学習者”のニー
ズに応じて、教員は多様な視点や指導法を選択・実践することが求められる。 












 大切にしている上位 5 項目を検討すると、〈思いやり、感謝〉、〈礼儀」〈友情、
信頼〉、〈自主、自律、自由と責任〉を上位に挙げている。上位 5 項目のうち 3 つ
の〈思いやり、感謝〉〈礼儀〉〈友情、信頼〉は、B 主として人との関わりに関す
る視点で、〈自主、自律、自由と責任〉は、A 主として自分自身に関することの
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